
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

久木　美時（ﾋｻｷﾞ　ﾊﾙﾕｷ）

バロール
ハヌマーン

UGNエージェントC

40

感染

有名人

憎悪

喪失

レネゲイド災害緊急対応班

男

32

恩人

1
2
3
2

0
0
1
0

0
0
1
0

1
2
5
2

27
9
9
14
28

10
1 1

UGN2 4

　　 0

0 0

亜純血
諸宮聡次郎

アイシェ・アルトゥウ
シナリオロイス

遺志
幸福感

疎外感
不安

ストレンジフェイズ
思い出の一品<ギターのピック>

6 4

ワーディング

リザレクト

サイレンの魔女

さらなる波

黒の鉄槌

黒星の門

終焉の残響

バトルビート

帝王の時間

無音の空間

★

0

5

5

5

1

1

2

1

1

-

1d10

5

2

1

2

4

2

-

-

オート

気絶時

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾏｲﾅｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

視界

-

視界

-

視界

-

-

至近

-

-

シーン

自身

ｼｰﾝ（選択）

-

-

-

-

自身

自身

自身

自動

自動

<RC>

ｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ

<RC>

ｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ

<RC>

自動

自動

自動

-

↓100

-

-

-

ﾋﾟｭｱ

ﾘﾐｯﾄ

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

攻撃力+[Lv*3]、装甲無視

攻撃力+[Lv*2]

攻撃力+[Lv*2+2]

同ｴﾝ使用不可→同ｴﾝ使用可に変更、判定のダイス+[Lv+1]個

<サイレンの魔女>組み合わせ、ﾘｱｸｼｮﾝ不可

ハヌマーンのｴﾌｪｸﾄ使用の判定のダイス+Lv個

元有名ピアニスト、現UGN本部エージェント及びUGNレネゲイド災害緊急対応班『マルコ』班隊長。
普段は比較的柔らかめな性格をしているミドルエイジの男性。
しかしこと仕事関係となると、昔から熱くなりがちな面がある。

プロのピアニストだった頃、彼には相棒がいた。
それがギタリスト・諸宮聡次郎（もろみやそうじろう）という男だ。

彼とは学生時代を共にした仲であり、ジャズシンガーとしてデュオを組み、各地を回ってコンサートを開いていた。
お互いがお互いを親友であると認識しているが、彼も自身も少々熱くなる面があった。
そのため意見が衝突することもしばしばだったが、そのたび互いを認め合っていた。
しかし、その長年の絆はレネゲイド災害によって切り裂かれてしまう。
コンサート会場への移動の最中に巻き込まれ、そこでオーヴァードとして覚醒。
混乱の中、一番彼を放心させた事象は、災害の大きさに耐えきれず怪物（ジャーム）と化してしまった相棒の姿だった。

その後UGNに保護されると同時に、諸宮の訃報、自身の音楽界からの引退を表明、落ち着いたころからUGNのエージェントとして活動。
彼自身「レネゲイド災害」に確執を感じていることや、多少の自棄、悲しみを忘れたい気持ちなどが突き動かしていたのか急速な躍進を遂げる。

時を経た今でもその瞬間を思い出せば心臓が抉られるような思いを感じる、と彼は話すだろう。
そして「自分の身に起こったようなことがどうか他所でも起きないでくれ、くらいには思ってるよ」と付け足して苦笑いした。

2019/06/23　エレウシスの秘儀（GM:芒さん、PL:あけのさん[縫身螺子]、くまなべさん[今世未亜]、ライデンさん[鷹(ｲﾝ)]
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